これ を、 自然と 人事と 言い換え ようか。 詩集 「大白 

道」 に 次の ような 「序 詩」 が ある。 本書 (草 野心 平 詩 

集) に 採録し なかった から、 少し 長いが ここに 引用し 

てお こう。 

自然と 人間の なかには いると。 

そのまん なかにはい つ て ゆく と。 

かなしい 湖が 一 つあります。 

その 湖が おのずから 沸き。 

怒り や よろこびに 波う つと き。 

かなしみ うずき 爆破 するとき。 



「数年 前、 私の 天に 就いての 或る人の エッセィが 詩の 

雑誌に のった ことがあった。 私 は それまで 天と いう も 

の を 殊更に 考えた ことはなかった の だが、 ふと …… 従 

来の 詩集 を ひらいて 天ので てく る 作品に 眼 をと おした。 

ある ある ある ある。 私の いままで 書いた 作品の 約 七十 

パ アセントに 天が でて くる ご 

「富士山の 詩 を 私 は 永い あいだ 書いて きたよう に 思う 

が、 もともと 富士山な どと いう もの は 天 を 背景に しな 

ければ 存在し ない ご 

つまり、 天 は 心 平さん の、 意識的に せよ 無意識的に 

せよ、 バック \ポ —ン なの だ。 本書に 採録して る 作品 



煽る ので ある。 ここに 採録した 数篇を 見ても それ は 分 

る。 

個々 の 作品に ついて 云々 する の は 止めよう。 全体と 

して、 支那 大陸の 雰囲気が 漂つ てること と、 表現が 壮 

重に なつ てること と を、 指摘して おけば 充分であろう _ 

五 

ここに は、 壮麗な 絵巻物が 繰り拡げられる。 

古代 狩獵の 景観 は、 銀壺の 文様に 制約され て、 いさ 

さか 窮屈な 憾みな しとし ない。 



ところが、 「牡丹 圏」 になる と、 突如、 絢爛たる 大舞 

台の 幕が 切って 落され、 咲き乱れ てる 牡丹の 花 を 背景 

に、 大 猩猩が 存分に 舞い 狂う。 次の 大 舞台で は、 牡丹 

の 花と 天女の 音楽の なかで 人間と 鬼との、 奇怪な、 滑 

稽な、 実は 真面目な 出会。 そして 最後に、 螺鈿の 天の 

大 満月。 II 表現 は 奔放 自在、 韻律 を 無視した 語彙。 

まさに 歌舞伎の それで ある。 

「鬼女」 になる と、 同じく 大 舞台で は あるが、 歌舞伎 

から 能へ と、 引き 緊 つた 感じで ある。 詩と しての 格調 

も 整って くる。 

これらの 絵巻物 は 何 を 示す か。 心 平さん の、 覇気と 
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